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日本海南圏域 （青森県） 総合水産基盤整備事業計画 

１ 圏域の概要 

(1) 水産業の概要 

① 圏域内に位置する市町村および漁業協同組合の概要 

本圏域は、青森県日本海沿岸南西部に位置し、深浦町、鰺ヶ沢町、つがる市の１

市２町で構成されている。 

また、圏域内には、大間越、深浦、風合瀬、新深浦町、鰺ヶ沢町、車力の合計６

沿岸漁業協同組合があり、平成２９年２月に策定した「青森県漁協合併基本計画」

に基づき、現在、令和７年度末までの県１漁協合併を目標に協議を進めているとこ

ろである。 

 

② 主要漁業種類、主要魚種の生産量、資源量の状況 

 本圏域内では、小型定置網、大型定置網、かご、沖合底びき網、さけ定置網漁業

等で、ブリ、ホッケ、ヤリイカ、ハタハタ、ハギ類など、多種多様な水産物が陸揚

げされている。 

 圏域全体の属地陸揚量は約５，６００ｔ、属地陸揚金額は約２５億円となってお

り、主要魚種のブリが９３５ｔ、ホッケが５８７ｔ、ヤリイカが５１８ｔ、ハタハ

タが４２３ｔ、ハギ類が３７４ｔ（令和元年港勢調査）となっているが、近年、温

暖化による高水温等の影響で漁獲量は減少している。 

 こうした中、クロマグロについては、ＷＣＰＦＣ（中西部太平洋マグロ類委員会）

で合意された保存管理措置に基づき設定されている漁獲上限を遵守するなど、資源

管理に取り組んでいる。 

 

③ 水産物の流通・加工の状況 

 本圏域には、深浦魚市場（深浦港）、大戸瀬魚市場（北金ヶ沢漁港）、鰺ヶ沢漁業

協同組合魚市場（鰺ヶ沢漁港）の３つの産地市場があり、本圏域内で陸揚げされた

水産物は、主に産地市場に集約された後、約９割が東京豊洲市場、金沢市、新潟市、

秋田市などの県外に出荷され、残りの約１割が県内向けに出荷されている。 

 主な加工品としては、深浦産ワカメを麺状に加工した「つるつるわかめ」や、同

マグロを冷凍の柵状に加工した「天然本マグロ詰め合わせ」、鰺ヶ沢町でスルメイ

カを加工した「昭和の塩辛」などがあり、道の駅「かせそいかやき村（深浦町）」

や海の駅「わんど（鰺ヶ沢町）」、インターネット等で販売されている。 
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④ 養殖業の状況 

 平成３０年度から、深浦漁業協同組合は深浦港で、新深浦町漁協同組合は北金ヶ

沢漁港でトラウトサーモンの海面養殖に取り組んでおり、令和２年には１２５ｔを

水揚げしている。 

 本地域では、深浦町にある中間育成施設において、ふ化した稚魚を５００ｇ～８

００ｇ程度に育てた後、各港内での馴致を経て海面養殖場の生け簀に移し、約３ｋ

ｇ程度になるまで１年をかけて養殖して、例年４～６月に水揚げして出荷してい

る。水揚げしたトラウトサーモンは、「青森サーモン」のブランド名で県内外の量

販店や大手回転寿司チェーン向けに販売しており、今後は増産を検討している。 

 

⑤ 漁業経営体、漁業就業者（組合員等）の状況 

 本圏域内の漁業経営体数は６５６経営体、６漁協の組合員総数は１，５７３人（令

和元年港勢調査）であり、いずれも減少傾向にある。 

 

⑥ 水産業の発展のための取組 

 漁村や漁港に人を呼び込み、賑わいを創出して漁村を活性化するため、本圏域内

で水揚げされる水産物を食材とした「深浦マグロステーキ丼（深浦町）」、「ヒラメ

のヅケ丼（鰺ヶ沢町）」などのご当地グルメの開発及び発信や、「チェスボローカッ

プ水泳駅伝（車力漁港）」、「鰺ヶ沢トライアスロン大会（鰺ヶ沢漁港）」などのスポ

ーツイベントを漁港内で開催することなどで、圏外からの集客に尽力している。 

 

⑦ 水産基盤整備に関する課題 

 養殖生産拠点の形成（静穏水域の創出） 

 環境変化に対応した漁場生産力の強化（水産資源の回復に資する増殖場の整

備、水産生物の生活史に配慮した広域的な水産環境の整備、藻場の保全・創造） 

 災害リスクへの対応力強化（漁港施設の耐震・耐津波・耐浪化、予防保全型の

老朽化対策） 

 「海業」による漁村の活性化（漁港のフル活用による「なりわい」と「にぎわ

い」の創出） 

 女性など多様な担い手の活躍（就労環境の改善） 

 

⑧ 将来的な漁港機能の集約化 

 現時点では、なし。 
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(2) 圏域設定の考え方 

① 圏域タイプ 流通拠点型 設定理由；圏域内陸揚量の多くが産

地市場がある北金ヶ沢漁港等を中

心に県内外に出荷されているため。 

 

② 圏域範囲 大間越漁港 

～車力漁港 

（深浦町、鰺ヶ

沢町、つがる市

管内） 

設定理由；価格・生産力の向上及び

水産物の鮮度保持を図るため、広域

連携強化した取組を行い、流通拠点

漁港を中心とした経営力・販売力・

情報発信力・競争力の強化に取り組

んでいる範囲とする。 

 

③ 流通拠点漁港 北金ヶ沢漁港 

（第２種） 

設定理由；圏域内最大の産地市場を

有しており、１，０００ｔ以上の水

産物を取り扱っているため。 

また､陸揚岸壁には防風防雪防暑

施設が整備されているほか、背後の

荷さばき所には海水殺菌・冷却施設

が設置されており､水産物の鮮度保

持、衛生管理に努めている。 

さらに、想定される大規模地震に

対応した陸揚岸壁の耐震強化を行

っている。 

今後は､流通拠点漁港としての輸

出国等のニーズに対応した衛生管

理水準（Ｌ３）の導入、ＢＣＰ計画

の策定、災害時の漁港利用者の避難

対策の確立、養殖生産拠点としての

養殖支援の整備、老朽化が進む漁港

施設の計画的な補修、漁船係留の安

全性を向上させるための施設の機

能強化を行う。 

 

④ 生産拠点漁港 岩崎漁港 

（第２種） 

設定理由；第２種漁港で、利用・登

録漁船が５０隻以上、属地陸揚金額

が１億円以上の生産地であるため。 
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 また、荷さばき所や貯氷庫を整備

しており、水産物の鮮度保持に努め

ているほか、主要な陸揚岸壁は既に

耐震・耐津波性を有しており、災害

発生後も圏域内の生産拠点として

機能を早期に回復させる体制が整

備されている漁港である。 

 今後は､生産拠点漁港として、老

朽化が進む漁港施設の計画的な補

修、漁船係留の安全性を向上させる

ための施設の機能強化、養殖支援の

整備を行う。 

 

④ 生産拠点漁港 艫作漁港 

（第１種） 

設定理由；第１種漁港で、属地陸揚

金額が１億円以上の生産地である

ため。 

 今後は､生産拠点漁港として、老

朽化が進む漁港施設の計画的な補

修、漁船係留の安全性を向上させる

ための施設の機能強化を行う。 

 

④ 生産拠点漁港 風合瀬漁港 

（第１種） 

設定理由；第１種漁港で、利用・登

録漁船が５０隻以上、属地陸揚金額

が１億円以上の生産地であるため。 

 今後は､生産拠点漁港として、老

朽化が進む漁港施設の計画的な補

修、漁船係留の安全性を向上させる

ための施設の機能強化を行う。 

 

④ 生産拠点漁港 鰺ヶ沢漁港 

（第３種） 

設定理由；第３種漁港で、産地市場

を有し、利用・登録漁船が５０隻以

上、属地陸揚金額が１億円以上の生

産地であるため。 

また、漁港背後には産直施設「海

の駅わんど」が立地しており、近隣

漁港で水揚げされた水産物や水産
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２ 圏域における水産基盤整備の基本方針 

（１）産地の生産力強化と輸出促進による水産業の成長産業化 

  ①流通拠点漁港等の生産・流通機能の強化 

本圏域内の流通拠点漁港においては、主要な陸揚岸壁の耐震・耐津波強化、

防風防雪防暑施設の整備、荷さばき所前面泊地への排水の港外への切り替え、

荷さばき等に使用する海水の殺菌処理・冷却施設等の整備を概ね完了してお

り、荷さばき所では、漁獲物の魚種や数量等の水揚げ情報の電子化を図ってい

る。また、関係漁業協同組合が整備した製氷施設があり、現在も利用されてい

加工品等が販売されており、鰺ヶ沢

町における観光の拠点となってい

る。 

今後は､生産拠点漁港として、老

朽化が進む漁港施設の計画的な補

修、漁船係留の安全性を向上させる

ための施設の機能強化、養殖支援の

整備を行う。 

 

⑤ 輸出拠点漁港 該当なし 設定理由； 

 

 

（令和元年） 

圏域の属地陸揚量(ﾄﾝ) ５，６２７  圏域の登録漁船隻数(隻) １，１０６ 

圏域の総漁港数 １４  圏域内での輸出取扱量(ﾄﾝ) ０

圏域で水産物の水揚実

績がある港湾数 

１ 

深浦港 

   

 

 

当該圏域を含む養殖生産拠点地域名 日本海南圏域（サケ・マス類） 

設定理由：主に養殖サーモンの生産・陸揚

げなど、養殖水産物の生産・流通に一体性

を有し、今後５年以内に生産量が５００

ｔ以上の達成が見込まれる地域であるた

め。 

対象魚種 サケ・マス類（トラウトサーモン） 

魚種別生産量 (ﾄﾝ) １２５ｔ（令和２年） 

魚種別海面養殖業産出額(百万円) 不明 
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る。 

生産拠点漁港においては、主要な陸揚岸壁の耐震・耐津波化の整備を概ね完

了している。 

一方、港内静穏度及び係船岸充足率の向上や、陸揚げ作業時の降雨や降雪、

直射日光による水産物の品質低下や異物混入など、就労環境の改善及び衛生管

理対策等が課題となっている。 

今後は､産地の水産業の成長産業化に向けて、生産・流通コストの縮減を図

るため、防雪防暑施設の整備など、流通、生産拠点漁港における就労環境の改

善対策等を推進する。 

 

  ②養殖生産拠点の形成 

 本圏域の海面漁業は、年変動の大きい回遊性魚種の漁獲が主体である。しか

し、近年の回遊性魚種の極端な不漁により、回遊性魚種に依存しない増養殖や

蓄養への展開が求められている。 

 こうした中、平成３０年度から、深浦港及び北金ヶ沢漁港でトラウトサーモ

ンの海面養殖に取り組み始め、今後は増産を検討しているが、養殖に適した静

穏水域の不足や、養殖業に新たに着手したことによる係留施設や漁港施設用地

等の従前の漁業活動の場の不足が課題となっている。 

 今後は、養殖生産拠点の形成に向けて、養殖に適した静穏水域の創出や、係

留施設及び漁港施設用地等の養殖用作業施設の整備を推進する。 

 

（２）海洋環境の変化や災害リスクへの対応力強化による持続可能な漁業生産の確保 

  ①環境変化に適応した漁場生産力の強化 

本圏域を含む本県日本海側では、北上してくる対馬暖流に乗って、スルメイ

カ、マグロをはじめとした多種多様な魚介類が回遊してくる。しかしながら、

近年、それら回遊性魚種の漁獲量は低迷しており、特に主力のスルメイカは

記録的不漁が続いている。 

一方で、沿岸性魚種の漁獲量は概ね維持されており、回遊性魚種の漁獲量が

低迷するなかで、その重要性はさらに高まっている。 

このことから、県では、ウスメバルやハタハタ、アイナメ、ソイ・メバル類、

ヤリイカといった沿岸性魚種の資源管理の取り組みなどを行うとともに、「本

州日本海北部地区水産環境整備マスタープラン」や「青森県外海地区水産環境

整備マスタープラン」により、それら水産生物の生活史に対応した生育空間を

創出することで資源増大を図り、また、モニタリング調査を実施することで、

取組みの成果を検証することとしている。 
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  ②災害リスクへの対応力強化 

本圏域内の各拠点漁港では、青森県地震・津波被害想定調査（令和３年度見

直し）において、大規模な地震・津波の発生が想定されており、被災後の地域

水産業の早期再開を可能とする対策が求められているほか、台風・低気圧の激

甚化等による主要な防波堤からの越波による被害が発生しており、この波浪対

策も課題となっている。 

また、漁港施設の老朽化の進行と機能保全対策の事業量の増加が課題となっ

ている。 

今後は、青森県想定の地震・津波及び令和２年度に見直しした沖波・潮位に

対する施設の安定性の照査結果に基づく、主要な陸揚岸壁及び防波堤の耐震・

耐津波・耐浪化を推進する。 

また、「事後保全型」から「予防保全型」の老朽化対策の転換により、漁港

施設及び漁業集落環境施設の長寿命化とライフサイクルコストの縮減を図る。 

 

（３）「海業」振興と多様な人材の活躍による漁村の魅力と所得の向上 

  ①「海業」による漁村の活性化 

人口、漁業者の減少が進む中、青森県は、令和元年策定の基本計画で、漁村

の文化や観光などの資源を活用して地域に雇用を生み出し、『人・文化・食を

育むゆりかごである漁村』を守ることを掲げている。 

今後は、『人・文化・食を育むゆりかごである漁村』の核となる漁港を、サ

ーモンなどの海面魚類養殖場やマツカワガレイなどの陸上及び海面魚類養殖

場、ナマコの増殖場など、高齢者や女性、新規就業者でも安全に働くことがで

きる生業（なりわい）の場とするとともに、これらを新たな体験型観光資源と

してフル活用することで、漁村の賑わい（にぎわい）を創出する「わいわい漁

港整備」を推進し、漁港を存続させ、漁村を守る。 

 

  ②地域の水産業を支える多様な人材の活躍 

人口、漁業者の減少が進む中、高齢者や女性、新規就業者にとって、安全で

働きやすい環境を創出することが求められている。 

今後は、漁港をサーモンやマツカワガレイなどの魚類養殖場や、ナマコの増殖

場など、高齢者や女性、新規就業者でも安全に働くことができる生業（なりわ

い）の場とするとともに、防雪防暑施設の整備等で、就労環境の改善を図る。 

 

３ 環境への配慮事項 

浚渫などで発生する土砂の自然環境へ流出などによる海域生態系や水質への悪

影響の防止に努める。 
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４ 水産物流通圏域図 

別添のとおり 

海岸線の変更や、防波堤や消波ブロックなどを新たに設置する場合は、海岸の

景観保全と地域景観との調和に配慮する。 

漁港区域内に設置されている外灯について、交換時期を迎える照明器具の LED

化を推進し、消費電力の抑制による CO2 排出量の削減に努める。 
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むつ小川原港(重要)

【海峡西圏域】

・圏域総陸揚量：3,778ｔ

・圏域総陸揚金額：3,677百万円

・漁港：19港、港湾：1港

流通拠点(一般)型

【陸奥湾圏域】

・圏域総陸揚量：97,338ｔ

・圏域総陸揚金額：16,022百万円

・漁港：30港、港湾：4港

養殖・採貝藻型

【海峡東圏域】

・圏域総陸揚量：1,519ｔ

・圏域総陸揚金額：1,198百万円

・漁港：4港

流通拠点(一般)型

【太平洋北圏域】

・圏域総陸揚量：6,346ｔ

・圏域総陸揚金額：3,343百万円

・漁港：8港、港湾：1港

流通拠点(一般)型

大間港(地方)

【太平洋中央圏域】

・圏域総陸揚量：2,402ｔ

・圏域総陸揚金額：1,130百万円

・漁港：2港

流通拠点(一般)型

【太平洋南圏域】

・圏域総陸揚量：67,094ｔ

・圏域総陸揚金額：15,278百万円

・漁港：6港

流通拠点(一般)型

【日本海北圏域】

・圏域総陸揚量：2,222ｔ

・圏域総陸揚金額：1,441百万円

・漁港：2港

流通拠点(一般)型

【日本海南圏域】

・圏域総陸揚量：5,618ｔ

・圏域総陸揚金額：2,488百万円

・漁港：14港、港湾1港

流通拠点(一般)型

50t未満

50～100t

100～500t

500～1000t

1000～5000t

5000t以上

出 荷 凡 例 詳 細

〈養殖生産〉

・圏域養殖総生産量：　－　ｔ

・圏域海面養殖業総産出額：　－　億円

・主要養殖魚種：サケ・マス類

〈養殖生産〉

・圏域養殖総生産量：　－　ｔ

・圏域海面養殖業総産出額：　－　億円

・主要養殖魚種：サケ・マス類

〈養殖生産〉

・圏域養殖総生産量：85,648ｔ

・圏域海面養殖業総産出額：118億円

・主要養殖魚種：ホタテガイ

輸


